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筑前町議会だより

（関連ページ　P16）

３月定例会・臨時会 P2

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議 P5

予算審査特別委員会 P6

町政を問う　一般質問 P10

いつまでも仲良く
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3月定例会
３月２日から１１日の１０日間で開催された。
人事５件・補正予算５件・条例改正５件・当初予算７件等を
審査し、いずれも可決した。

３
月
定
例
会

決

　議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

◆
教
育
長（
新
任
）

◆
教
育
委
員
会
委
員（
新
任
）

◆
人
権
擁
護
委
員（
再
任
）

田
中 

富
久
美 

氏

た

　なか

ふ

　
く

　
み

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（再
任
）

三
浦
　
　航
　氏

み

　うら

わ
た
る

◆
甘
木・朝
倉
広
域
市
町
村
圏
事
務

　組
合
等
公
平
委
員
会
委
員（
新
任
）

泉
　
　高
杉
　氏

い
ず
み

た
か 

す
ぎ

新
人
事
の
紹
介

全文は会議録を
ご覧ください

～後世に引き継ぐ一年に～ 

令和４年度
町長の
施政方針
（一部を紹介）

◆認可保育所の開設等
民設民営による認可保育所開設。
人口増を支える若い世代の
子育てニーズ対応を図る。

民間活力との連携

◆民間人材の活用を
外部民間人材等の協力を得て、ふるさと納
税や自治体ＤＸの推進を図る。

人材活用
◆町の雇用・魅力を向上
県道53号（久留米筑紫野線）の４車線化に
伴い、企業誘致の機運が高まる。複数企業
の早期建設に期待。

企業誘致

◆環境に配慮したまちづくり
ため池整備・サンポート協議・生ごみ処理
機の助成事業等、環境負荷を低減し

持続可能な地域づくりを進
める。

環境基盤整備

議会として
これらの実現を
注視していきます

※自治体ＤＸとは・・・デジタル技術を
　活用し、住民生活の向上を図ること。

宮
崎
　敏
宏
　氏

み
や 

ざ
き

と
し 

ひ
ろ

浦
山
　敏
弘
　氏

う
ら 

や
ま

と
し 

ひ
ろ

田中 政浩 議長

※

退
任
人
事
に
つ
い
て
は

　16ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

コロナ禍から一歩前進する
まちづくりを
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３
月
定
例
会

決

　議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

３年度  補正予算
(主なもの) 

補助金の有効活用で
　　　　　住民サービス向上

令和３年度一般会計予算の総額

歳入歳出予算

（3/29臨時議会分も含む　内容は４ページ） 
１４４億３２３２万円

障害者自立支援給付事業 三輪小学校北側校舎
外壁改修工事

４０１６万円

３２４５万円

2800万円

６７６１万円
障害者自立支援医療給付費負担金
（国）２００８万円
（県）１００４万円　それぞれ充当

防災・減災・国土強靭化緊急対策
事業債　　　　４４５０万円充当
学校施設環境改善交付金（国）
　　　　　　　２２２５万円充当

１２８億1413万円

納税がキャッシュレス・
コンビニで可能に

　 一般客も乗車
　できるスクール
バス購入の補助

1000万円

　 夜須中学校の
　中庭がキレイに
生まれ変わる

７億４４６８万円

障害者自立
支援給付費

５０７８万円増え

1700万円

オンデマンドバスの
実証運行

※利用者の予約に応じて運行するバス
　（決まった運行路線や時刻表なし）

（令和３年度予算との比較）

４年度  予算
(主なもの) 

新規事業が目白押し

増額新規

増額 新規

新規

新規 新規
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議会臨時会

３
月
定
例
会

決

　議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

３
月
定
例
会
そ
の
他
の
議
案

令
和
４
年
度 

一 

般
会
計
予
算
修
正
案
を
可
決

「
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計
業
務
委
託
料
」を
削
除

可決
全会一致 ◇

筑
前
町
職
員
の
育
児
休
業
等

　に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
筑
前
町
消
防
団
員
の
定
員
、

　任
用
、給
与
、服
務
等
に
関
す
る

　条
例
の一
部
改
正

◇
期
末
手
当
の
削
減

妊
娠
・
出
産
・
育
児
と
仕
事
の

両
立
支
援
を
推
進

人
事
院
勧
告
等
を
受
け
削
減
す
る
も
の

◆
町
議
会
議
員
期
末
手
当
の
削
減

◆
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

　の期
末
手
当
の
削
減（
町
長・副

　町長・教
育
長
）

◆
一般
職
の
職
員
の
期
末
手
当
の
削
減

問
団
員
等
の
報
酬
改
定
内
容
は
。

答
団
員
の
労
苦
に
対
し
て
、新
た

に
出
動
報
酬
を
創
設
。ま
た
、

国
の
基
準
等
に
基
づ
き
増
減
は

あ
る
が
、他
自
治
体
の
状
況
も

踏
ま
え
、全
体
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
団
員
報
酬
等
の
見
直
し

を
行
っ
た
。

令和４年第１回臨時会（１月20日）
◇専決処分の報告
令和３年度一般会計補正予算（第10号）
・子育て世帯への臨時特別給付金

◇令和３年度筑前町一般会計補正予算
（第11号）
・国保特別会計等の繰出金減額
・住民税非課税世帯等への臨時特別給付金

令和４年第２回臨時会（3月29日）
◇令和３年度筑前町一般会計補正予算
（第13号） １億５３１２万円
・民間事業者による超高速光ブロードバンドを
整備し、将来的に安定した情報通信サービス
の提供を図る。

（概要版）　※原文は会議録をご覧ください修 正 理 由
「埋蔵文化財センター実施設計業務委託料」は、施設建設にあたり
協議が十分になされたか疑問が残る。このような大型施設建設の場合、重要になるのは基本構想
の熟議と合意形成であり、委員会で説明はあったものの短時間での報告と質疑しかできなかった。
同センターが町民の誇れる財産になるためにも、しっかりとした協議を踏まえたのち、再度予
算提案されることを求め、修正案を提出するものである。

令和３年
５月28日

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、文
化
財
事
務
所
基
本

計
画
に
つ
い
て
教
育
課
よ
り
説
明
を
受
け
る
。

令和４年
３月８日

全
員
協
議
会
で
、教
育
課
よ
り
当
該
議
案
の
追

加
説
明
を
受
け
、協
議
す
る
。納
得
の
い
く
回
答

を
得
ら
れ
ず
、も
っ
と
議
論
を
深
め
る
時
間
が

必
要
と
の
意
見
を
全
員
協
議
会
で
確
認
。修
正

案
の
提
出
準
備
に
か
か
る
。

３月11日

本
会
議
に
お
い
て
、予
算
審
査
特
別
委
員
会
委

員
長
か
ら
修
正
案
の
報
告
後
、修
正
案
を
可

決
。そ
の
後
、修
正
案
を
除
く
予
算
原
案
を
可

決
し
、令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は「
修
正
可

決
」と
決
定
し
た
。

３月10日

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、修
正
案
が

委
員
か
ら
提
出
さ
れ
、全
会
一
致
で
可
決
。そ
の

後
、修
正
案
を
除
い
た
予
算
原
案
を
可
決
。委

員
会
で
は「
修
正
可
決
」と
決
す
る
。

修
正
可
決
に
至
っ
た
経
緯
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３
月
定
例
会

決

　議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

心より哀悼の意を表明

全会一致で
可 決 ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議

ロ
シ
ア
に
対
す
る

非
難
決
議
を
可
決

　３月定例会最終日である３月11日（金）の本会議前、田中政浩議長の発声
により、町執行部と議員全員で黙とうを捧げました。
　今年で11年目になる東日本大震災及びロシアによるウクライナ侵攻で亡く
なられた方々、また、筑前町にご実家があり、先日の自衛隊航空機事故で亡く
なられた田中公司一等空佐、同乗の植田竜生一等空尉を追悼しました。

　２月
24
日
、ロ
シ
ア
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
軍
事
侵

攻
を
行
い
ま
し
た
。国
際
社

会
は
ロ
シ
ア
に
対
し
、武
力

に
よ
る
国
家
主
権
侵
害
に

当
た
る
と
し
て
、厳
し
く
非

難
し
経
済
制
裁
を
強
め
て
い

ま
す
。　しか

し
、ロ
シ
ア
軍
の
攻

撃
は
止
む
こ
と
な
く
、ウ
ク

ラ
イ
ナ
民
間
人
の
死
傷
者
が

続
出
し
て
い
ま
す
。特
に
高

齢
者
や
子
ど
も
を
連
れ
た

親
た
ち
が
、故
郷
を
離
れ
て

逃
げ
て
い
る
様
子
を
見
る
と

胸
が
痛
み
ま
す
。

　一刻
も
早
く
戦
火
が
収

ま
り
、和
平
が
結
ば
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
、筑
前
町
議
会

は
ロ
シ
ア
に
対
す
る
非
難
決

議
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。決
議
文
は
以
下
の
通

り
で
す
。

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議

　令和４年２月２４日、ロシアはウクライナへの全面的な軍事侵攻を開始した。この行為は独
立国家の主権を踏みにじる暴挙である。
　今回のロシアの行動は明白な国際法違反であるとともに、世界の平和と安全を脅かすも
のであり、断じて容認することはできない。　

　筑前町は、旧陸軍大刀洗飛行場の歴史をとおして戦争の悲惨さを学び、恒久平和を内外
に広く訴えてきた。
　ウクライナ全土の人々が直面している現実は想像に耐えがたく、ロシアの一連の行動を断
じて許すことはできない。

　ここに筑前町議会は、ロシアによるウクライナへの侵攻および主権侵害に断固抗議するとと
もに、直ちにロシアが攻撃を停止し、無条件で撤退することを強く求める。
　以上、決議する。

令和4年3月１１日
筑 前 町 議 会
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３
月
定
例
会

決

　議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

予算のゆくえは？

問

　
公
用
車
は
、購
入
し
て
町
内
事

業
者
で
管
理
す
べ
き
で
は
。

答

　
リ
ー
ス
車
は
75
台
中
32
台
で
増

加
傾
向
に
あ
る
。費
用
対
効
果
を
検
討

し
て
か
ら
の
選
択
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　
（
財
政
課
長
）

財

　
　政

問

　
選
挙
運
動
公
費
負
担
金
の
内
容

は
。

答

　
選
挙
運
動
用
自
動
車
・
ビ
ラ・
ポ

ス
タ
ー
に
つ
い
て
公
費
負
担
す
る
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

　
（
総
務
課
長
）

選

　
　挙

問

　
12
歳
未
満
の
子
ど
も
へ
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
。

答

　
本
人
や
保
護
者
な
ど
が
十
分
に

理
解
さ
れ
た
上
で
、接
種
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　

　
（
健
康
課
長
）

問

　
保
育
所
新
設
に
よ
っ
て
、待
機
児

童
は
解
消
さ
れ
る
か
。

答

　
国
の
実
施
す
る
待
機
児
童
調
査

で
は
、昨
年
度
の
29
名
か
ら
４
名
へ
減

少
す
る
見
込
み
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　　（こ
ど
も
課
長
）

子
ど
も・子
育
て

問

　
行
政
区
に
出
向
い
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
促
進
を
。

答

　
調
査
を
進
め
な
が
ら
、地
域
の
公

民
館
等
で
、申
請
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

な
い
か
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
長
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

問

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

委
託
料
の
内
容
は
。

答

　
寄
付
見
込
み
企
業
の
紹
介
を
専

門
の
事
業
者
・
私
人
に
委
託
す
る
も

の
。

　
　
　
　
　
　

  

　
（
企
画
課
長
）

人
材
活
用

問

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス・コ
ン
ビ
ニ
納
付

の
内
容
は
。

答

　
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
で
も
支
払
い

可
能
。県
内
市
町
村
の
状
況
等
を
参
考

に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
税
務
課
長
）

納

　
　税

～予算審査特別委員会～
横山 善美 委員長のもと、令和４年度一般会計および特別会
計の予算審査特別委員会を３日間の日程で行った。
各課からの予算説明に対し、委員からの質問は４５項目にわ
たった。その中から一部を紹介。
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３
月
定
例
会

決

　議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

問

　
め
く
ば
ー
る
と
コ
ス
モ
ス
図
書

館
の
蔵
書
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
特
色

が
あ
る
の
か
。

答

　
歴
史
と
平
和
は
め
く
ば
ー
る
、

食
と
農
は
コ
ス
モ
ス
と
い
う
よ
う
に
、分

野
に
よ
っ
て
特
色
を
持
た
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
（
生
涯
学
習
課
長
）

問

　
中
牟
田
小
校
区
内
に
住
宅
が
増

え
て
い
る
。現
在
の
学
校
規
模
で
対

応
で
き
る
の
か
。

答

　
教
室
の
問
題
が
出
て
く
る
の
で
、

新
入
学
児
童
の
人
数
デ
ー
タ
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

 （
教
育
課
長
）

教

　
　育

問

　
ネ
ッ
ト
に
あ
る
差
別
書
き
込
み

等
の
対
応
は
。

答

　
広
報
誌
で
も
啓
発
し
て
い
る
が
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
削
除

の
要
請
等
を
行
う
。

　
　
　　
　
（
人
権
・
同
和
対
策
室
長
）

問

　
中
学
校
の
部
活
動
指
導
員
は
何
人

か
。ま
た
、保
険
の
適
用
は
。

答

　
各
学
校
５
名
で
、３
名
は
国
・
県
か

ら
の
補
助
が
あ
り
、２
名
は
町
費
負
担
。

傷
害
等
の
保
険
は
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
課
長
）

人

　
　権

問

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
利
便
性
と
工
程

は
。

答

　
来
庁
す
る
こ
と
な
く
各
種
申
請

手
続
き
・
公
共
施
設
の
利
用
確
認
や
予

約
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
と
な
る
。令

和
７
年
度
の
完
了
を
想
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
財
政
課
長
）

問

　
住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

補
助
金
の
内
容
と
設
定
根
拠
は
。

答

　
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池
に
そ
れ
ぞ

れ
上
限
10
万
円
。年
間
新
築
数
の
３
分

の
１
を
設
定
。

　
　
　
　
　
　
　

　　
（
環
境
防
災
課
長
）

問

　
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
食
堂
閉
鎖
後

は
。

答

　
利
用
者
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
弁

当
を
提
供
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　　
（
福
祉
課
長
）

暮 

ら 

し

問

　
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
費
の
内
容

は
。

答

　
国
の
報
償
金
に
、町
か
ら
１
頭
あ

た
り
９
千
円
の
報
償
金
を
上
乗
せ
。令

和
４
年
度
か
ら
３
ヶ
年
限
定
。

　
　
　
　
　
　

　
（
農
林
商
工
課
長
）

問

　
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
増
額

の
内
訳
は
。

答

　
地
元
要
望
へ
の
対
応
や
、通
学
路

危
険
箇
所
の
点
検
結
果
も
反
映
し
な

が
ら
増
額
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
建
設
課
長
）

問

　
空
き
家
対
策
計
画
の
見
直
し

は
。

答

　
空
き
家
バ
ン
ク
や
老
朽
危
険
空

き
家
除
却
補
助
を
促
進
。

　
　
　
　
　
　

　
（
都
市
計
画
課
長
）

環
境
と
農
業
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

令和４年３月定例会（全会一致で可決・同意した議案等）

令和４年第２回臨時会（３月29日）

令和４年３月定例会（賛成多数で可決した議案等）

人
事
案
件

適
任

可
決

発
議

可
決

令
和
４
年
度
予
算

同
意

人権擁護委員の推薦

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議

令和４年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算

令和４年度筑前町下水道事業会計予算

令和４年度筑前町水道事業会計予算

筑前町教育委員会教育長の任命

筑前町教育委員会委員の任命

筑前町固定資産評価審査委員会委員の選任

甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員の
選任

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

令和３年度筑前町一般会計補正予算（第12号）
令和３年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号）
令和３年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和３年度筑前町下水道事業会計補正予算（第３号）
令和３年度筑前町水道事業会計補正予算（第２号）

町道の路線認定
町道の路線廃止

筑前町一般職の職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定

筑前町消防団員の定員、任用、給与、服務等
に関する条例の一部を改正する条例の制定

令和４年度筑前町一般会計予算【修正可決】

令和４年度筑前町国民健康保険事業特別
会計予算

令和４年度筑前町住宅新築資金等貸付事業
特別会計予算

令和４年度筑前町後期高齢者医療特別会計
予算

条
例

可
決

令
和
３
年
度
補
正
予
算

可
決

そ
の
他

可
決

条
例

令
和
４
年
度
　予
算

区
分

筑前町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例の制定
筑前町議会議員の議員報酬及び旅費等に関する条例の一
部を改正する条例の制定
筑前町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例の制定

横
山
　善
美

河
内
　直
子

木
村
　博
文

山
本
　久
矢

奥
村
　忠
義

山
本
　一
洋

田
口
　讓
司

深
野
　良
二

木
村
　和
彦

石
橋
　里
美

持
山
　英
幸

柳
　
　雅
明

寺
原
　裕
明

令和３年度筑前町一般会計補正予算（第13号）

令和３年度筑前町一般会計補正予算（第10号）

令和３年度筑前町一般会計補正予算（第11号）

補 

正
予 

算
可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年第1回臨時会（1月20日）
可
決

可
決

可
決

専
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

（反対討論）河内：人事院勧告とはいえ、公務員の給与が下がれば民間企業の給与引き下げ
にもつながりかねず、多大な影響を与える。

（反対討論）河内：ふるさと応援基金は、基金として積み立てるのではなく町民へ還元すべ
き。また、部落解放同盟に対する600万円を超える補助金はその大半が人件費であり、町民
の理解を得られない。

（反対討論）河内：ここ数年黒字決算で推移しているが、引き続き国に対し国庫負担率の引き
上げを求めると同時に、黒字分は基金として積み立てるのではなく、保険税の引き下げに充
当すべきと考える。

（反対討論）河内：75歳という年齢だけで医療差別をする後期高齢者医療制度そのものに反
対。後期高齢者が増加する分保険料は上がり続ける制度であり、一日も早く元の老人保健
制度に戻すべきと考える。

（反対討論）河内：平成28年度が償還期限となっている事業であるが、いまだ51件、1億534万円
もの貸付残がある。後に続く職員の負担が大きくなり、法的手段に訴えてでも早期解決が必要。
（賛成討論）奥村：専門知識を持つ弁護士や収納対策アドバイザーの活用、面談による納付計
画の見直しなど、早期回収のために効果的、適正な予算だと考える。

（賛成討論）石橋：コロナ禍の中、当初予算においても一般会計からの法定外繰入金計上はなく、
安定した国保財政運営に努めている。今後の医療費抑制効果に期待し適正な内容と判断する。

（賛成討論）木村和彦：広域連合と連携しながら業務遂行し、高齢者が安心して必要な医療を
受けることができる適正な予算内容と判断する。

（賛成討論）深野：部落解放同盟は、あらゆる差別の撤廃に向け活動している。活動実態の審
査や会計指導も行われており、補助は適正なものと認められる。

（賛成討論）寺原：これまで同様、人事院勧告を尊重した適正な給与改定措置である。

補
正

予
算

可
決
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
援
を
!!

新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
事
業
提
案
書
を
提
出

た
め
池
調
査
報
告
書
を
提
出

た
め
池
に
関
し
て（
う
ぐ
い
す
64
号
の
つ
づ
き
）

提
案

　
総
務
建
設
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
、住
民
か
ら
の
意
見
や
要
望

を
ま
と
め
、感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
、住
民
生

活
を
支
援
す
る
た
め
の
事

業
19
項
目
を
考
案
し
、こ

れ
か
ら
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
頂
く
よ
う
提
案
書
を

提
出
し
た
。

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
、た
め
池
の
現
状
視
察
・

地
域
住
民
の
意
見
や
要
望
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
町
長
に
提
出
し
、た
め
池
の
今
後
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ
た
。

　
農
村
環
境
整
備
事
業
で
劣
化・地
震
耐
性
評
価
や
土
砂
堆
積
状
況
調
査
が
始
ま
る
。

　
　
（
劣
化
調
査
は
、３
年
度
か
ら
実
施
）

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　
　
　
　届
け
る
た
め
に

〜
議
員
14
人
が
総
力
を
あ
げ
て
執
行
部
に
提
案
〜

※

新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金・・・

　地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、事
業

が
実
施
で
き
る
交
付
金

こ
れ
か
ら
も
議
会
は

住
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
や
要
望
が
行
政
に

反
映
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
！

令和４年１月17日提出

令和４年２月１日提出
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◆木村  和彦 議員　　　　　   Ｐ11
　農家の負担軽減を

◆寺原  裕明 議員　　　　　   Ｐ12
　不登校児童・生徒への対応は

◆石橋  里美 議員　　　　　   Ｐ14
　安心して子どもが通学できる環境づくりを

◆河内  直子 議員　　　　　   Ｐ15
　グリーンベルトの設置はいつになるのか

◆柳     雅明 議員　　　　　   Ｐ13
　障がい者にもっと配慮が届くように

３月議会定例会では、５名の議員が一般質問を行い、
町政全般の現状や方針について報告や説明を求めた。

※一般質問に関する記事は質問者自身で
　作成しています。
　詳細は会議録をご覧ください。

こちら
会議録は

町政の が きたい！こ こ 聞 一般
質問

２２６件
いつでもどこでも
議会傍聴！

３月定例会
ライブ配信アクセス数議場ではアクリル板設置や

消毒などの感染防止対策を
おこなっています。
一般質問者はマスクを外して
質問をする場合があります。
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木
村
　今
年
度
か
ら
始
ま
る

調
査
内
容
は
。

農
林
商
工
課
長
　劣
化
調
査

は
、60
箇
所
の
た
め
池
を
対
象

に
堤
体
・
洪
水
吐
き
や
取
水

施
設
等
の
劣
化
状
況
に
つ
い
て

危
険
性
の
評
価
を
行
う
。

　地震
・
豪
雨
耐
性
調
査
は
、

８
箇
所
を
対
象
に
満
水
状
態

の
設
定
で
地
震
と
豪
雨
を
合

わ
せ
て
の
耐
性
評
価
を
行
う
。

木
村

　工
事
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、受
益
者
負
担
が
高

額
に
な
る
。負
担
割
合
の
減
額

は
。

町
長

　費用
負
担
が
要
因
で

農
家
が
工
事
を
断
念
す
る
こ

と
な
い
よ
う
、軽
減
に
努
力
す

る
。

木
村

　大量
の
土
砂
が
堆
積

し
て
貯
水
量
が
低
下
し
て
い

る
。浚
渫
工
事
の
計
画
は
あ
る

の
か
、ま
た
工
事
費
用
は
。

町
長

　貯水
量
低
下
は
農
業

水
利
施
設
の
機
能
低
下
だ
け

で
な
く
、下
流
域
の
浸
水
災
害

に
も
つ
な
が
る
の
で
、防
災
対

策
と
し
て
も
浚
渫
は
必
要
で

あ
る
。４
年
度
か
ら
全
て
の
た

め
池
土
砂
堆
積
状
況
を
調
査

し
、５
年
度
以
降
に
順
次
浚
渫

を
進
め
て
い
く
。費
用
に
つ
い
て

は
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
を

活
用
す
る
計
画
で
あ
り
、負
担

軽
減
に
も
努
力
す
る
。

木
村
　た
め
池
に
監
視
カ
メ

ラ・水
位
セ
ン
サ
ー
設
置
を
要

望
す
る
地
区
が
あ
る
が
。

農
林
商
工
課
長

　設置
費
用

は
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業
を
活
用
し
て

支
援
す
る
。

木
村
　安
全
対
策
を
図
り
浚

渫
工
事
等
を
お
こ
な
え
ば
平

時
は
憩
い
の
場
所
と
し
て
、ま

た
豪
雨
時
は
下
流
域
の
防
災・

減
災
の
調
整
池
と
し
て
活
用

で
き
る
の
で
は
。

農
林
商
工
課
長

　洪水
被
害

の
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
調
整

池
と
し
て
の
活
用
は
防
災
対

策
と
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

　
今
後
は
、農
業
水
利
施
設
と

し
て
長
寿
命
化
対
策
を
取
っ
て

い
く
と
と
も
に
防
災
・
減
災
へ

向
け
た
調
整
池
と
し
て
の
活

用
を
検
討
す
る
。

改
修
工
事
の
負
担
割
合
は

土
砂
浚
渫
が
必
要
で
は

し
ゅ
ん
せ
つ

た
め
池
の
安
全
対
策
は

調
整
池
と
し
て
活
用
は

た
め
池
特
別
措
置
法
の

実
施
内
容
は

農家の負担軽減を
工事を断念することがないようにできる限り対応する 議員

き むら かず ひこ

木村 和彦

堆積している土砂（牧の池）

そ
の
他
の
質
問

国
道
や
県
道
を
潜
る
水
路
の

改
修
工
事
進
捗
状
況
や
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
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寺
原
　不
登
校
の
要
因
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
課
長

　
一
概
に
は
言
え
な

い
が
、集
団
生
活
に
な
じ
め
な

い
、ゲ
ー
ム
依
存
に
よ
る
生
活

習
慣
の
乱
れ
、登
校
に
対
す
る

考
え
方
の
多
様
化
等
が
挙
げ

ら
れ
る
。

寺
原
　中
学
校
を
卒
業
し
た

生
徒
の
進
路
は
。

教
育
課
長

　ほと
ん
ど
の
生

徒
が
進
学
し
て
い
る
。

寺
原

　家
か
ら
出
な
い
児

童・生
徒
へ
の
対
応
は
。

教
育
課
長

　学校
か
ら
の
電

話
連
絡
や
家
庭
訪
問
、オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
し
た
学
習
支
援

も
行
っ
て
い
る
。

寺
原

　不
登
校
児
童
・
生
徒

へ
の
具
体
的
対
応
は
。

教
育
課
長

　教育
委
員
会
と

し
て
は
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
い
る
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
が
利
用
し

て
い
る
町
の
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、学
習
支
援
だ
け
で

な
く
、集
団
で
の
活
動
や
体
験

学
習
等
も
行
い
な
が
ら
、集
団

生
活
に
適
応
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
る
。

寺
原

　不
登
校
児
童
・
生
徒

を
つ
く
ら
な
い
た
め
の
取
り

組
み
は
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長

　まず
、情
報
共
有

を
行
い
、学
校
に
来
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
す
る
。次
に
外
部

の
専
門
家
を
活
用
し
て
、相
談

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
す
る
。

さ
ら
に
学
校
を
休
み
が
ち
な

児
童
・
生
徒
の
早
期
把
握
・
早

期
対
応
に
努
め
る
。ま
た
、学

校
に
来
た
く
な
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
学
級
・
学
校
づ
く
り

を
行
う
。

　教育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、児
童
・
生
徒
の
希

望
を
尊
重
し
た
上
で
、支
援

体
制
の
充
実
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

寺
原

　朝
倉
市
に
あ
る「
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
よ
つ
ば
」に

は
、本
町
か
ら
も
数
名
が
参

加
し
、学
習
や
体
験
活
動
を

通
し
て
進
路
獲
得
に
努
め
て

い
る
。是
非
、筑
前
町
か
ら
の

支
援
も
お
願
い
し
た
い
が
。

教
育
課
長

　国は
、フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
に
通
う
日
数
も
学
校

の
出
席
日
数
と
し
て
認
め
て

お
り
、「
よ
つ
ば
」も
同
様
の
扱

い
と
な
っ
て
い
る
。朝
倉
市
や

東
峰
村
か
ら
の
支
援
も
あ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、そ
こ
も

考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

不
登
校
問
題
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
を

不登校児童・生徒への対応は
関係機関と連携した支援体制の充実を図る議員

てら はら ひろ あき

寺原 裕明
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柳   雅明

柳

　障
が
い
者
の
相
談
窓
口

は
。

福
祉
課
長

　相談
窓
口
は
三

輪
地
区
め
く
ば
ー
る
内
の
福

祉
課
、夜
須
地
区
の
コ
ス
モ
ス

プ
ラ
ザ
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
２
ケ
所
で
、連
携
し
て
相
談

に
応
じ
て
い
る
。

柳

　障
が
い
者
及
び
そ
の
ご

家
族
が
直
面
さ
れ
た
問
題
で
、

納
得
さ
れ
た
事
例
が
あ
れ
ば
。

福
祉
課
長

　①身
体
障
が
い

者
の
相
談

　公共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
関
す
る
こ
と
で
、町
の
施
設
・

道
路
・
公
園
な
ど
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
準
に
基
づ
き
、整
備
を

進
め
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て

理
解
い
た
だ
い
た
。

②
知
的
障
が
い
者
及
び
精
神

障
が
い
者
の
相
談

　
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

で
、障
が
い
者
に
対
す
る
理
解

や
配
慮
が
足
り
な
い
と
の
こ
と

で
、障
が
い
者
本
人
と
、事
業

所
双
方
の
聞
き
取
り
を
行
い
、

誤
解
が
あ
っ
た
部
分
を
調
整
し

問
題
解
決
を
図
っ
た
。

柳

　国
・
県
が
進
め
て
い
る

「
障
害
者
差
別
解
消
推
進
地
域

協
議
会
」の
設
立
に
つ
い
て
の

動
き
は
。

福
祉
課
長

　県内
６
割
程
度

の
自
治
体
が
設
置
し
て
い
る
。

当
町
も
設
置
に
向
け
て
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。朝
倉
地
区

障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会

で
、今
後
も
引
き
続
き
設
置
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

柳

　「医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ

の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関

す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、こ

れ
か
ら
の
支
援
の
方
針
は
。

福
祉
課
長

　相
談
窓
口
を
、

福
祉
課
・
健
康
課
・
子
ど
も

課
・
教
育
課
の
各
課
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
体
制
と
な
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

教
育
課
長

　現在
２
校
で
看

護
師
を
配
置
し
、必
要
な
ケ

ア
と
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。

こ
ど
も
課
長

　保育
所
に
医

療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
る

場
合
は
、各
機
関
と
連
携
を
図

り
対
応
す
る
。

健
康
課
長

　医療
機
関
等
か

ら
の
情
報
提
供
で
把
握
し
て
お

り
、妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
相
談

セ
ン
タ
ー
の
対
応
と
し
て
、支

援
を
行
っ
て
い
く
。

共
生
の
社
会
を
目
指
し
て

迅
速
で
丁
寧
な
対
応
を

障がい者にもっと配慮が届くように
障害者差別解消支援地域協議会の設置を進める

いつでも気兼ねなくご相談を

医
療
的
ケ
ア
児
及
び

そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援

の
充
実
を
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石
橋
　令
和
３
年
度
の
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
に
は
、元
年
度
や
２
年
度
の

新
規
要
望
箇
所
で
区
長
か
ら

の
申
請
待
ち
と
い
う
の
が
あ

る
が
、区
長
か
ら
の
申
請
が
上

が
っ
て
い
な
い
理
由
は
。

建
設
課
長

　通学
路
の
危
険

箇
所
を
各
地
方
分
会
か
ら
各

学
校
に
提
出
さ
れ
る
が
、区
長

に
報
告
さ
れ
な
い
ま
ま
提
出
さ

れ
る
事
案
も
あ
る
。

　区長
が
危
険
箇
所
を
把
握

し
て
い
な
い
箇
所
も
あ
り
、教

育
課
と
の
連
携
や
情
報
を
共

有
し
、地
域
の
危
険
箇
所
の
改

善
に
努
め
て
い
く
。

石
橋
　令
和
元
年
度
に
外
側

線
な
ど
安
全
施
設
等
の
補
修

要
望
が
あ
っ
た
箇
所
は
、既
に

２
年
も
経
過
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、区
長
か
ら
の
申

請
待
ち
と
記
載
さ
れ
補
修
も

な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。速
や
か
に
対
応
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

石
橋
　未
来
を
担
う
大
切
な

子
ど
も
た
ち
が
怪
我
や
尊
い

命
が
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
、町

は
関
連
す
る
部
署
間
の
情
報

共
有
を
図
り
、安
心
し
て
子
ど

も
が
通
学
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

教
育
課
長

　危険
箇
所
を
具

体
的
に
事
業
化
に
結
び
付
け

る
た
め
に
、関
係
機
関
と
の
連

携
は
大
変
重
要
で
あ
り
、ま
た

各
区
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
情
報

共
有
が
重
要
で
あ
る
と
も
認

識
し
て
お
り
、関
係
機
関
と
の

連
携
ま
た
情
報
共
有
の
在
り

方
を
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

石
橋
　危
険
な
通
学
路
の
情

報
を
、要
望
さ
れ
た
保
護
者
や

地
域
住
民
の
方
を
含
め
、一人

で
も
多
く
の
町
民
の
方
へ
提

供
す
る
た
め
、交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
す
る
べ
き
で
は
。

教
育
課
長

　通学
路
の
安
全

を
図
る
た
め
に
も
、前
向
き
に

検
討
す
る
。

通
学
路
危
険
箇
所
の

把
握
を

安心して子どもが通学できる環境づくりを
関係機関との情報共有の在り方を検討していく議員

いし ばし さと み

石橋 里美
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か わ ち なお こ

河内 直子

河
内

　野
町
の
通
学
路
の
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
は
年

度
末
に
な
る
と
い
っ
て
い
た

が
、い
つ
に
な
る
の
か
。

建
設
課
長

　県よ
り
５
月
末

ま
で
に
は
完
了
す
る
と
聞
い

て
い
る
。工
程
的
に
可
能
で
あ

れ
ば
グ
リ
ー
ン
ベル
ト
に
つ
い
て

は
、入
学
式
ま
で
に
と
、県
に

お
願
い
し
て
い
る
。

河
内
　本
庁
玄
関
前
の
進
入

路
を
逆
走
し
て
い
る
車
が
見

受
け
ら
れ
る
。進
入
禁
止
の

立
て
札
を
立
て
た
ら
ど
う
か
。

財
政
課
長
　進
入
方
向
を
誘

導
す
る
矢
印
の
塗
装
補
修
を

お
こ
な
う
。

河
内
　住
居
表
示・飛
び
地
の

整
備
を
、長
期
的
展
望
を
も
っ

て
進
め
る
べ
き
で
は
。

総
務
課
長

　類似
団
体（
自

治
体
）等
の
調
査
、区
長
さ
ん

方
の
意
見
等
を
聴
取
し
、必

要
に
応
じ
て
検
討
し
た
い
。

河
内
　制
度
の
見
直
し
は
利

用
者
家
族
の
実
態
に
基
づ
き
、

制
度
を
よ
り
よ
い
方
向
に
改

善
す
る
よ
う
、国
に
提
言
す
べ

き
で
は
。

町
長

　グル
ー
プ
別
保
険
料

は
、地
方
と
都
市
の
格
差
を

ま
す
ま
す
広
げ
て
い
く
一つ
の

要
因
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
以

上
の
介
護
保
険
料
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
は
、反
対
し
て
い

く
よ
う
、理
事
会
等
で
も
提
案

し
た
い
。

河
内

　給
食
へ
の
異
物
混
入

に
つ
い
て
の
原
因
は
。

教
育
課
長
　い
つ
ど
の
よ
う
に

混
入
し
た
か
不
明
。金
属
片

が
何
の
一
部
だ
っ
た
か
確
認
で

き
て
い
な
い
。

河
内
　原
因
の
究
明
を
早
急

に
行
い
、二
度
と
同
じ
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
万
全
の
手

立
て
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。

安
全
な
通
学
路
の
確
保
を

事
故
が
心
配

住
居
表
示
の
整
備
を

第
９
期
介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
に
提
言
を

グリーンベルトの設置はいつになるのか
入学式までを目標に完了させたい

早急な整備が待たれる通学路

学
校
給
食
に
異
物
混
入
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記

後

集

編　何故
、人
は
過
ち
を
繰
り
返

す
の
だ
ろ
う
。ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
の
こ
と
で
あ
る
。今
の
時

代
に
軍
事
侵
攻
が
再
び
起
こ
る

と
は
想
像
す
ら
で
き
な
かっ
た
。

　悲惨
な
映
像
を
見
る
た
び
に

悲
し
み
と
共
に
怒
り
が
込
み
上

げ
て
く
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ

う
か
。　

私
た
ち
は
、先
の
大
戦
で
島
民

を
巻
き
込
ん
だ
沖
縄
戦
等
、戦

争
か
ら
得
る
も
の
は
何
も
無
い

こ
と
を
学
ん
で
い
る
。残
る
は
復

興
ま
で
の
苦
し
さ
だ
け
で
あ
る
。

　
平
和
の
尊
さ
を
学
び
、伝
え
て

い
く
こ
と
が
、い
か
に
大
切
で
あ
る

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　　
（ 

木
村

　
和
彦 

）

令和４年6月定例会日程（予定）

6月3日（金）～6月10日（金）
6月7日（火）・8日（水）

※日程は変更になる場合があります

町内で元気に活躍されている、仲良しの
おふたりにインタビューをおこない、
元気のおすそ分けをいただきました。

一般
質問

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議

　
　
長

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　
　
員

委

　
　
員

委

　
　
員

委

　
　
員

田
中

　
政
浩

石
橋

　
里
美

柳

　
　
雅
明

寺
原

　
裕
明

木
村

　
和
彦

木
村

　
博
文

河
内

　
直
子

まちかどインタビュー

笑顔が素敵なおふたり。突然のインタビューにも、快く応じてくださいました。
いつまでも若々しく元気にご活躍ください！

原口朱實さん
（83歳）

はら ぐち あけ   み 大武千鶴子さん
（75歳）

おお   ぶ    ち     づ     こ

一般質問通告書は、５月２３日以降、ホーム
ページで公開する予定です。支所窓口や
議会事務局でも配布しています。

新聞集金と、
シルバー人材センターの
仕事としてファーマーズ
マーケット「みなみの里」
で働いています。
集金や通勤は軽トラック
で、安全運転を心がけ、
スピードは控えめにして
ゆっくり走っています。

千鶴子さんとは同じ組内で、大の仲良し。
いつまでも元気で働きたいです。

ファーマーズマーケット
「みなみの里」に野菜や餅を
だしています。
夏野菜の季節になると、
「ししとう」などを出し、餅は
一度に２臼で７キロほどつ
いて、10月から５月ごろま
での間に出しています。今
からの季節は、ヨモギ餅の
シーズンとなり、森の周辺で、きれいに生育
している「ふつ」の葉をつんで
　　材料にしています。

子どもたちのため、
長きにわたりご尽力
いただきありがとう
ございました。

これからもお元気で!!

前教育長
入江哲生さん

教育委員会委員　
砥上淳一さん
（R4.5.27任期満了）


